















































つまりお金が儲かるシステムをこれ もかと うほど推進してきた。 「お金儲け」という単一の目的が世界中を席巻し、競争して成果を上げること、それが人間にとってより豊か暮らしに ながるものだ 広く信じられてきた。そし 、その目的を達成するために、もともと まったく異な 風土に住み、異なる言語や文化や生活習慣をもつ多様な人間を同質化することをためらわなかった。すべ を均一化し標準化する価値観が正当化され、そしてそれにそぐわな ものはふるい落とされ になった。たとえば、世界標準となった英語圏の情報が、 「偏っている」とは意識されずに、これのみがすべて「真実」であるかのように見なさ して圧しつけられてしまうこともそのよい例であろう。
 
しかしながら、そこに生きる人間は全く異なる文化、歴史
の中にいる。異なる社会を見るには画一的・単眼的なものの見方では不十分である。グローバル化社会へ急速に傾斜するなかで、何よりも経済を優先し、そこ 生きる人間の生活を置き去りにしてきた人間の（欲望の）問題、置き去りにされた人間の問題がようやく浮き彫りにされつつある。今ここで、ポスト・グローバル化社会にむけて グローバル化社会が切り捨ててきたもの、ま 、グローバル化への推進によって失ってきたも をあぶり出す必要がある。そうすることによって次の時代を、人間 人間らしく生き こと できる社会へとデザインする足がかりとなるだろう。
 
さて、本稿が取り上げるのは、 「からだ」である。人間の
身体。いやもっというならば、生きものと ての人間の身体についてである。いま、人間の身体は操作され さらには経済の対象ともされ いる。つまり売り買いがなされるということである。人工授精、遺伝子操作 着床前スクリーニング、出生前診断、臓器移植、安楽死 は また生殖ビジネス。人間の身体を科学技術の対象とし、どこ でも 手を加え「改良」していこうとする動きは止 らない。 「効率よく生






































口三千三（一九一四～一九九八）は「からだ」をつぎのように説明する。 「 「から」は、空、虚、洞、穀、殻…でもある。それは懐かしく安らかな安息の場であると同時に、或る神秘的・呪術的な働きによって、はかりしれない怪しい何事かが起こることを予想させる 内部空間」を持つ…」
（2） 野口は、










て生きているのであるが、さて、自分の「からだ」 こ をどれくらい知っているといえるだろうか。 なたは自分の「からだ」 につい 何を知っていますかと問わ れば、 身長体重、視力、聴力などをあげて答える人が るだろう。どんな力を持っていますかと問われれば、握力や背筋力や柔軟性をキログラムやセンチメートルと数字を用 て説明するもしれ い。さらには、顕微鏡やＣＴやＭＲＩなどの精密機器を用いて、ふつうなら見えな 部分 見た検査結果を答るかもしれない。し し、これらは先ほども述べたように、
観察し、検査し、数値化される「身体」についての情報である。こうした数値や像を目の前に示され、 「これがあなたの身体（カラダ）ですよ」と言われると、私たちは疑わずすんなり納得し、従順に受け入れてしまいがちである。そ は、数字が絶対的な真実だと無意識のうちに思い込んでいるからであるが、はたして、生きて動いているわたしの「からだ」は、本当にそこに示されたものなのか。い や、そう はないはずである。 「からだ」は流動 刻一刻変化している。であるな ば、数値と 標準とか科学とか、そういう外のものさしをあてるのではなくではなく、 瞬間瞬間に変化するからだからのメッセージを感じとるこ 、からだの声を聞くこと、それがからだを知る いうこ になるだろう。 「からだ」 静止したモノで いの から。
 
つまり、からだを知るためには、知識を獲得し積み上げて
いくという方法ではなく つぎつぎと起ってくる変化 波のりながら、からだのなかに何が生まれ何が流れてい のか、ただただ感じたままを受け取り、何 に気づき 動くこと、そしてからだ 不思議に驚き の不思議さ 十分に味わうこと これらがからだを知るということ あろう
 
「からだ」には不思議なことが多い。 「不思議」というの









状態で生活し いる。無意識のうちに身体が身構え、緊張している。社会生活において人はいろいろな役割を担い、仕事を持つ人はその職業人としての「看板」を無意識のうちに自分に背負わせている。自分へ 期待や理想が自分に覆いかぶさる。相手からの期待にこた ようとか良く思われ い、そのための気づかいや計らいもある… こうした何かへの「こだわり」は身体に刻まれ「こわばり」となって固定化する。それが姿勢や表情になって表れ出る。胸を張りすぎて腰 そらせている人、反対に腰が引けて る 、いつも腕組みをしている人、そして、いつもニコニコ笑顔で 人…等々
 
こうした、からだに組み込まれたこわばりをゆるめ身構え
をほどき、習慣化し 姿勢や癖 気づい それを かし、肩書きや役割という看板を下ろさなければ、 からっぽ にはなれない。演出家竹内敏晴（一九二五～二〇〇九）は、これらをソクラテスの言を借りて、 「身体のドクサの吟味」と呼ぶ。
（3）彼のレッスンでは、身体のドクサを、身体の動きによ









問題意識は、竹内敏晴の思想 実践 大いに影響を受けている。竹内は、前出の野口三千三と歩みをともにしていた時代があったが、 やがて袂を分かつこ になったという。 それは、二人の関心が同じく からだ」に置 れながらも、竹内は、より人間と人間の関係性の方へと進んで ったことによるらしい。そして、その人間への根源的な問 、 して人間と人間の関係性 追究における重要なキーが「じか」ということであった。
 
竹内は、数多くの著作の中に、 「じか」であること、とい
う項を幾度も立ててきた。そして最晩年 著『 「出会う」ということ』の第Ⅰ部第一章 タイトルに「 〈 〉であると」をおいた。
（4） 
この、 〈じか〉であること、 〈出会う〉ということ、が、竹












なものに悩まされることがあった。胸に迫ってくる熱い想いやハラにすとんと落ちる納得感がない。何 違う、生きている実感がない、と。何かぼんやりしたままで、自分の存在さえあいまいになってきてしまう。これでほん うに生きているといえるのか、 「わたし」はいったいどこにい のか、と存在不安に陥っていたようだ。
 
その後、何年かを経て、竹内レッスンに参加したり、竹内









が、じつは交わしているのは「言葉」ではなく「信号」にすぎないのではないか。ただ情報を伝達してい だけなのではないか。たとえ丁寧な言葉づかいであったとしても、それは人間の「まことのことば」とは言えないのではな か。それは上手に偽装し 「ウソ」のことばである、と。
 
人は、社会の中で生き、そこで他者とさまざまな関係を取
り結ぶ。 そこには人間的な交流も人間的とはいえない 「ウソ」のやりとりもあるだろう。 人間的 交流」は「偽装するウソのことば」によって 生まれ い。何かをあいだに介しり、繕った 、飾ったりして るうちに それ 「ウソ」になっていく。マイクロフォンを介した音声は、もう私の言葉ではない。そ から流れ出ているのは情報である。 「じ 」でないとは ういうことで 。私 、私の を 私のことばを届けた 私を受け取ってほしい 「じか」というのはそういうこ ではないだろうか。
 
なんとかして「飾り」や「ウソ」を捨てて、なまで「じか」
な世界へ 入りたいものである。で それは、どのようにしたら可能なのだろ か。
 
ここで、前節で取り上げた「身体のドクサの吟味」を思い








であるこ 、 間に何もおかないこと、 間に隔たりがないこと、直接的であることを意味している。 直（ き） 」には、ふたつの間に、ものや人を入れずにするこ 、時を移さずすること、距離の近い 心がすなおなことという意味がある。
 
したがって、 ということを「個（自） 」についてい
えば「構えない、 り ままの自分で る 」 いえるだろうか。また、正直である、とか、素直である いう性格や心情を表わすともいえるだろう。 同時に、人と人の関係性をいうときの じか」は 正直な 素 ままの個と個が、余計なものを介さずにふれあい、つながり、まっすぐに受けめあうことだ いえよう 。
 
このように、 「じか」は、個の問題と関係性の問題のふた
つのことがらを含んで る。すなわち 「わたしであろうとすること」と「他 の関係 なかにあること」 双方が「じか」には含まれると ことである。さら こうもいえだろうか。 「じか」であるためには、その始まりにおいてすでに、 「他者」が存在する。 「他者」 の交流や交感（ふれあい）を前提としているのであ 、 。人間が個として生きことと他とのつながりの中で生きることは不可分で 。そして自の存在にとって、他の存在が根源的に必要だと う






例えばスポーツの状況ではゾーンと呼ばれる状況にあるときや、これまでできなかった技が きるよ になった瞬間や、無意識のうち ある動作や行為をしていたときなど、スポーツにおけるエクスターズもまた、 「じか」 いうことではないか などの意見を交わした。そ 後しばらくして、竹内から次のようなメッセージが届いた。
 
……簡明にいえない「じか」とは体験であって、思想では

































































呼びかけられる方も、見て る方も、 たい何がおこっているんだ？と、あっけに られているようすである。
 
これが二人目、三人目となると、徐々に集中が深まってい
く。呼びかけられる人たちに聞いてみると、 「わ しではく、もっと前の方だ 思う」とか 「横を通 て行 」とか「どこかはわからないけ ど、私のところではぜったいにない」など、声が通って くことがわかり始め 。 らには、「私の方向に来たけれど、ちょっ 手前でこ ばが落ちた」「ぱぁーとどこかへ飛んで行った」な の意見が聞かれるようになる。
 
四人目。 「こっちに来て」の呼びかけに対して、 「たぶん私
です」 と手を挙げたのだが あまりう しそ ではな ので、どうしたんですか、と尋ねると、 「来てとは言われた、それが私だとは分かったのだけれ 、なんか変な感じ。行きたいとは思わない という。声が届く とと人を動 すこと は








































































に相手の方を向き、からだ全体が相手の背中に向か て出ていくようにやや前傾している。すぐさま、 「ありがとう」と一人が振り向いて立ち上がり、呼びかけ 人に近づいてた、もう片手をさし出している。そして握手。 「おつかれさまです」がまっすぐに届いた 呼びかけられ 人は、 「はい私です」とただ手をあげるのでなく、ぱっと振り向いて「ありがとう」と声を出して応答し、立ち上がって歩み寄り 手をさし出したのである。そして、呼びかけ手は差 出 れたその手をうれしそうに両 で包み込んだ
 
この例は、呼びかけのレッスンのさらに深いところへと分




















準備する。その端と端に二人が背を向けて立つ。それ以外の参加者は四角い空間の外側で見ている 「どうぞ」の合図で、二人は振り向き、歩き出す。相手 二人っきりの世界で、相手にどのように近づき、ど ようにかかわ か、 のときどのような動きがうまれる か、あるいは、どのよう もならないのか、そしてどのように終わるのか。二人一組になって実際に体験する。そして、終わったあとで、二人は何を体験したかを回想し れを言葉にしてみる。
 
見る人は二人の集中とその場を支えて、そこで起こること
















けて立っ る。さあ、一回、息を入れてー止めてー吐 て。あとは各自、上体をぶら下げたり軽くジャンプするなどしてからだをゆるめ、もう ちど息を吐いて、脱力と集中を深める。どうぞ、の合図で、振り向いたら、ここからは特別な空間世界に入っていくことになる。ＥさんもＦさんも振り返って、ひと息おい から歩き出した 互 が互 の視界にたようだ。このまままっすぐ歩いていけば、二人は正面から向き合うことになるのだが… Ｅさんが少し前進した ころで方向を変えてゆっくり歩き始 た。視線はＦさん 方向にむけたまま。Ｆさんは少し驚いたようすで、戸惑っているう
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どのように動いたか、どの うに感じ 、をみんなの前で言葉にした。そのあ 見ていた人たちも感想や意見 述べる。上に括弧書きで書いたのは、この 人の意見である。ＥさんとＦさんの回想 感想についてここにあげることは割愛するが、Ｅさんの「ふり えり」にはこうある。 「相手に向き合うことが怖くて避けていた 相手 、何度も向き合おうとしてくれていたし、どうしたら私が怖がらず られるかと試行錯誤してくれていることがすごく伝わってきて、うれしかった。わたしの気持ちが動いた」 。
 
 この組み合わせのように、静かに小さな動きで展開してい










































「出会い」 、竹内は、人 人との関係の、ある特別 様態
を「出会う」という言葉を用いて表した。人と人 がまっす



























































































The potentiality of the human body’s doings 





This paper is to consider about the potentiality of human body’s doing. This 
thinking is based on the philosophy and practice by Takeuchi Toshiharu 
(1925-2009) who is Japanese director and interpreter. His work were focused on 
the existence of human being and on the relationship. He did various kinds of 
lesson, are with bodily act. Through his lesson, he showed important concept for 
existence and human-relation. Some of them are ‘Jika’ and ‘Karada’ in japanese. 
In this text the reason of writing them in original language are explained. 
Is Man a rational animal? We know, occasionally we do beyond/without the 
consciousness or the reason. On this time, our bodies move spontaneous before 
a person thinks, decides,and commands. In short the body IS as the subject. 
Man live on this body. Man is such a life. Human body’s doings are wonderful and 
mysterious.  
This view point helpful leads to find the guidepost in the deep forest of the 
post-globalized world.  
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